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自己紹介
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l 庄司英⽣（しょうじひでお）

l 株式会社リクルートを退職後、 京
都でインバウンド向け⽇本⽂化体験
プログラム「KAFU」を創業

l ENYSiでは施設開拓、エクスペリエ
ンス（⽂化体験）を担当

l ⽗⽅の家系は⼭形県・上⼭温泉で
400年以上続いた「⻲屋旅館」だっ
た（今⽉発覚）



本日お話ししたいこと
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1. ENYSiのご紹介

2. 湯治場の課題と、解決の⽅向性

3. 皆様へのお願い
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ENYSiのご紹介1. チームメンバー
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池⽥健（代表取締役社⻑）
事業戦略担当

l 三和システムにてゴルフ場基
幹システム「Nt-golf」の国
内トップシェア獲得を達成

l その他⼈間ドック事業の⽴上
げ等を経て当社を創業

⾼橋真⼈（共同創業者）
クリエイティブ、アセット担当

l ロンドン英国王⽴芸術院修
⼠課程卒業後、スイス
Herzog & de Meuronに勤務

⽊村源基（執⾏役員）
ファイナンス、経営管理担当

l 三井住友銀⾏本店・シンガ
ポール⽀店にて勤務後、
INSEAD経営学修⼠(MBA)

l ⽇本証券アナリスト協会検
定会員／浄⼟宗東宝寺副住
職

庄司英⽣（執⾏役員）
施設開拓、エクスペリエンス担当

l リクルートにて法⼈営業、マネ
ジメント、営業戦略企画などに
従事後、京都でインバウンド向
け⽂化体験アクティビティ創業



ENYSiのご紹介2. ビジョン
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私たちは、⽇本に遣る歴史・伝統⽂化・⾃然を未来の"資産"として後世に受け継ぐために、
各地に存在する有形無形の⽂化遺産を活⽤した新しい体験を世界に向けて提案します。

「歴史遺産を未来資産へ」



ENYSiのご紹介3. 事業内容①「宿泊・体験予約事業」
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l 歴史を纏う宿（古⺠家・宿坊・湯
治宿）に特化した「ENYSi」の企
画運営

l 宿泊・体験事業向け予約エンジン
の提供

l 他社OTAサイトの操作代⾏サービ
ス（従量／定額、英語対応可）



ENYSiのご紹介3. 事業内容②「エクスペリエンス事業」
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l ⽂化体験プログラム設計／運営
• 「京都の職⼈に出会う旅」の

設計（4⽉リリース予定）
• 企業エグゼクティブ向け⽂

化・教養を学ぶ講座の運営

l 調査／コンサルティング
• 瀬⼾内観光推進機構（瀬⼾内

DMO）様より「酒蔵調査」を
受託（53蔵を訪問、観光事業
化に向けたヒアリング）



ENYSiのご紹介3. 事業内容③「歴史遺産活用事業」
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1. 東京の某「神社」

2. 京都の某「寺院」

プロジェクト企画中

l 新規デベロップメント
• 東京の某「神社」

l リノベーション
• 京都の某「寺院」

l 建築デザイン
• 神⼾の某「温泉宿」

l クリエイティブコンサルティング
• 東京の某「BBQ会場」
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湯治宿体験で感じた湯治のポテンシャル（個人的感想）
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1. すごいよかった

2. いま、ここにいた



湯治宿体験で感じた湯治のポテンシャル（個人的感想）
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l スマホも持たず、ただ地熱に⾝を
委ねる

l 反射する陽の光、⽴ち上る湯気

l ⾃分の⼼が、今ここにあると実感

l 慌ただしい⽇常、過剰摂取な毎⽇
をふと⽴ち⽌まる貴重な機会



湯治宿体験で感じた湯治のポテンシャル（個人的感想）
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l その瞬間、まさにZENであった

l 即今、当処、⾃⼰

l ゲイン（得るため）ではなく、
ルーズ（⼿放すため）に座る

l 座禅するよりも、湯に浸かるほう
がはるかにとっつきやすい



一般的な「現代版湯治」の定義
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1. 「湯を使った⼼⾝のリトリート（回
復）」であり、必ずしも「養⽣・治
癒」でない

2. 難しくなく、気軽なものである
（ルールは3つ、①⽇常から離れる
こと、②湯に浸かって「放出」する、
③⾃分のやりたいことをやる）

3. ⻑期滞在に向いている（ひとりでも
OK、料理がシンプル、セルフサー
ビス）



ENYSiが考える「湯治場の課題」
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【課題】

l 湯治という宿泊⽂化は、現代にこ
そ新鮮な価値を発揮する可能性が
ある

l しかし、そもそも知られていない
（知ってる⼈には先⼊観がある）

【ENYSiが取り組む解決⽅法】

1. 湯治⽂化の提⽰と発信

2. アクティビティとの連携

3. クリエイティブ⾯のご⽀援



⾝につける

引き継ぐ

捨てる

解決の方向性1. 提示と発信
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現代版湯治

ザ・湯治



⾝につける

引き継ぐ

捨てる

解決の方向性1. 提示と発信
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現代版湯治

ザ・湯治

ここを（みなさまと議論しながら）しっかり定義して提⽰し、
圧倒的な施設数で存在感を出しつつ、現代的に、瑞々しく情報発信すること



解決の方向性2. アクティビティとの連携
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旅の⽬的地 期待すること ⽤意すべきアクティビティ
（⽂化体験プログラム）

京都 古都の空気に触れる l 茶道、華道、書道、⾹道、着物、など

湯治場 ⼼⾝のリトリート
l 何を⽤意すれば旅の⽬的を果たし、ゲス

トの期待を上回る（満⾜させる）ことが
できるか・・・？

旅の⽬的を果たすために必要なアクティビティを積極的に紹介し、
「湯治場の過ごし⽅」を⽤意すること



解決の方向性2. アクティビティとの連携
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解決の方向性3. クリエイティブ面のご支援
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ターゲット属性 訴求ポイント

1. ビジネスマン エグゼクティブこそ、上⼿な「緩め⽅」を知っている

2. ⼥性 ストレスを⼿放し、⼼⾝のリトリートをする

3. クリエイター 働く場所にとらわれず、リラックスして仕事したい

4. シニア ゆっくりと、⾝体のケアをしたい

ターゲットの満⾜を引き出すために必要なハード等への投資を、
クリエイティブの観点からお⼿伝いすること
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皆様へお願いしたいこと①
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l このムーブメントを広めていきたいと考えております
（多くの施設様が掲載されているサイトである必要が
あります

l 「湯治場／湯治宿」として発信させていただく
宿泊施設／エリアのご紹介をお願いいたします



皆様へお願いしたいこと②
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【宿泊・体験予約】

l 宿泊・体験事業向け予
約エンジン

l OTAサイトの操作代⾏

【エクスペリエンス】

l ⽂化体験プログラム設
計／運営

l 調査／コンサルティン
グ

【歴史遺産活⽤】

l 新規デベロップメント
l リノベーション
l 建築デザイン
l クリエイティブコンサ

ルティング

l 私たちにお⼿伝いできることがあれば、お気軽に
ご相談ください
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ご静聴ありがとうございました

【お問い合わせ先】

株式会社ENYSi 庄司英⽣

携帯電話：090−9101−1820
e-mail：hideo.shoji@enysi.com


